
引用方法について

第11回「総合的な学習の時間」　



本時の内容

１．　LIFEログ

２．　引用方法について

３．　参考文献リストについて
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LIFEログの実施イメージ

「月末に3つの欄を完成させる」ために、「毎回の授業で10分程度」の時間をとる

１．LIFEログ 足りない場合は「複製」して自
分で追加する
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引用の書き方

文章を引用する場合（直接引用）

直接引用：もとの文章をそのまま引用する

【引用元の文章】　吉見俊哉 (2011).『大学とは何か』.岩波新書

私たちが慣れ親しんできた「教養」，そして「文化」の概念は，近代国民国家の形成過程で発
見され，正典化されてきた構造物である。

【引用例】
我々は大学において「教養」や「文化」について学ぶが，「私たちが慣れ親しんできた『教養』
，そして『文化』の概念は，近代国民国家の形成過程で発見され，正典化されてきた構造物
である」とされている(吉見，2011，p.〇-△)。

ポイント
(1)句読点、記号を含めて引用する文か
ら一字一句変えてはいけない
(2)引用する文章は必要最小限に抑える

引用した部分の終わりに、著者名と発行年、ページ数をカッコに入れて示す

引用した文章を、「」でくくる

２．引用方法について



引用の書き方

文章を引用する場合（間接引用）

間接引用：もとの文章を直接使わず、要約して引用する

【引用元の文章】　入江昭 (1966).『日本の外交』.中央公論新社

明治以来は百年近く，日本の外交がほとんどつねに現実的，実際的であり，刻々と変化す
る国際情勢にそのつど対応していき，その場合国土の安全,貿易の進展という，軍事経済
両面でのナショナル・インタレストが，日本の外交思想の枠を作っていたことはこれまでの
章をたどることではっきりしたことと思う。

【引用例】
明治以降百年の外交思想は，現実的，実際的であり，刻々と変化する国際情勢の中で，国
土の安全，貿易の進展という，軍事経済両面でいかに国益を確保するかかが根底にあ
あった(入江，1966，p.〇-△)。

ポイント
(1)引用元の文章の内容を変えてはいけない
(2)簡潔に必要な部分を要約し、付け足しなど
は行わない

引用した部分の終わりに、著者名と発行年、ページ数をカッコに入れて示す

２．引用方法について



引用の書き方

図表や統計データを引用する場合

２．引用方法について

【出典】公益財団法人図書館振興財団『参考・引用文献リストの書き方』https://concours.toshokan.or.jp/concours/reference　2026年７月７日



引用の書き方

図鑑の写真や地図を引用する場合

２．引用方法について

【出典】公益財団法人図書館振興財団『参考・引用文献リストの書き方』https://concours.toshokan.or.jp/concours/reference　2026年７月７日
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参考文献リスト

３．参考文献リストについて

レポートの最後に、以下のリストをつける

図書 Web 新聞



「引用・参考文献」（図書）

本の最後のページにある「奥付（おくづ
け）」に書かれている情報を見て書きま
す。

３．参考文献リストについて



「引用・参考文献」（Web）

トップページや該当ページの情
報を見て書きます。

３．参考文献リストについて

※記載がない場合は空欄でよい



「引用・参考文献」（新聞）

新聞のタイトルまわりの
情報を見て書きます。

３．参考文献リストについて

※記載がない場合は空欄でよい ※「朝刊」か「夕刊」のどちらかを記載


